
自主講座の見直しについて 
 
１ 見直しの経緯 

 (1) 自主講座とは 

   生涯学習のすそ野を広げることを目的に、生涯学習に取り組むきっかけづくりとして、

開設希望者を募り、初心者向けの講座を開設。新規の方を優先することを前提に、開設期

間を 1 年間に限定して、公民館の部屋の確保などの支援を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 現状・課題 

・ 初心者の方の参加が少なく、経験者が多数を占めており、本来の目的との齟齬が生じ 

ている。 

・ 利用者数は年々減少。 

・ 熊本地震後、平成 29 年度にいったん利用者数が回復するものの、地震前の水準には 

戻らず、翌年度から再び減少に転じている。 

 

 

 

 

 

＜自主講座の延べ利用者数の推移＞ ※ コロナ禍の影響のない令和元年度までの推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

利用者数が減少し、新規参加者も少なく、生涯学習のすそ野を広げるという本

来の目的に沿わなくなっており、コロナ後を見据え、見直しが必要。 
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２ 見直しの方向性 

(1) 新規の生涯学習活動希望者への支援 

   生涯学習のすそ野を広げることを目的に、新規の活動希望者に対し、サークル・同好

会の立ち上げ支援や体験講座の実施を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 現自主講座で活動している方への制限緩和 

   自主講座では、講座の開設条件を設定し、毎年度の応募や自治会への加入を必須とす

るなど、行政の作ったルールに基づく活動を前提としていた。今後は、そうしたルール

を取り払い、サークル・同好会も含め、活動の自主性・主体性を尊重した支援への転換

を図り、活動の自由度や利便性の向上を図る。  

３ 今後の進め方 
  自主講座の見直しについては、現自主講座で実施している年間部屋確保などの運用の取扱

いについて様々な意見をいただいていることから、今後も利用者の意見を聴きながら、見直

しの趣旨を踏まえつつ、取扱いについて決定していきたい。 

 （令和 3 年度第 2 回公民館運営審議会（R4.2.15 開催）からの意見） 

   貸館（部屋の予約）の部分については「公平」というよりも「公正」の観点、どうす 

ればみんなにとってフェア（公正）なやり方かという観点で検討してほしい。 

   ⇒ 例えば、学習の成果を地域へ還元する団体については優先予約を行うなど、公正 

な仕組みづくりも含めて検討していく。 

 

（参考）公民館における市民の生涯学習活動 

  公民館における市民の生涯学習活動としては、「主催講座」「自主講座」「サークル・同好

会」がある。内容は以下の表のとおり。 
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